
平成２３年度 学校経営の構想 

学校名 鈴鹿市立神戸小学校 校長名 中西 辰彦 

記述項目 記述内容 

１めざす学校像 

 めざす子ども像 

今日も来てよかった，明日も来たいと思える学校 

自ら考え，判断し，行動する子ども 

２経営方針 １ わかる喜び学ぶ喜びが実感できる学校 

２ 一人一人が大切にされる学校 

３ 保護者から信頼される学校 

４ 地域に開かれた学校 

 

３達成方策 １ わかる喜び学ぶ喜びが実感できる学校 

（１） 基礎基本の定着を図る朝読・がんばりタイムによる学力保障。 

（２） 活用力を高めるための自力解決・全体討議のある授業づくり。 

（３） 指導力アップのための授業公開 6 回開催。 

（４） 主体的な家庭学習のための指導。（学年×１０分へ） 

 

２ 一人一人が大切にされる学校 

（１） 「いじめが続いている」子の減尐。40 人→30 人へ 

（２） 不登校児童の減尐。８人→４人へ                

（３） 外国人児童の学力保障。ＪＳＬ・ＢＳレベル 5 以上が 25 人へ 

（４） 特別支援教育の推進。個別支援計画の作成と活用。 

（５） 当たり前のことができることのすごさをほめる指導。 

（６） 怒鳴らないで「なぜそうなっているのか」「どうすべきなのか」

を考えさせる指導。 

（７） 安心して自分をだせる学級集団づくり。 

 

３ 保護者から信頼される学校 

（１） 児童・保護者アンケートをもとにした学校改善。 

（２） 問題発生時の学年団での的確な初期対応。 

（３） 問題の背景や原因をとらえた保護者と連携した取組。 

（４） ＰＴＡと連携した交通安全教室，防犯教室，引き渡し訓練，神

戸小フェスタの実施。 

 

４ 地域に開かれた学校 

（１） 学校運営協議会の立ち上げ。 

（２） 学校支援地域コーディネーターを中心とした学習サポーター

の活用。 

（３） 学校関係者評価の実施と公表。 

（４） 安全安心ネットワークの強化。 

 



 


